
別表（１）

インテリア・空間デザイン科

第 １ 学 年 第 ２ 学 年 第 ３ 学 年 第 １ 学 年 第 ２ 学 年 第 ３ 学 年
1 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 活 動 Ⅰ 60 2
2 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 活 動 Ⅱ 60 2
3 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 活 動 Ⅲ 60 2
4 建 築 設 計 製 図 Ⅰ 60 2
5 建 築 設 計 製 図 Ⅱ 60 2
6 建 築 設 計 製 図 Ⅲ 60 2
7 建 築 計 画 Ⅰ 60 2
8 建 築 計 画 Ⅱ 60 2
9 建 築 環 境 工 学 Ⅰ 60 2
10 建 築 環 境 工 学 Ⅱ 30 1
11 建 築 環 境 工 学 Ⅲ 30 1
12 建 築 設 備 30 1
13 構 造 力 学 30 1
14 建 築 一 般 構 造 Ⅰ 30 1
15 建 築 一 般 構 造 Ⅱ 30 1
16 建 築 材 料 60 2
17 建 築 生 産 30 1
18 建 築 法 規 30 1
19 イ ン テ リ ア コ ー デ ィ ネ ー ト Ⅰ 60 2
20 イ ン テ リ ア コ ー デ ィ ネ ー ト Ⅱ 60 2
21 家 具 デ ザ イ ン 30 1
22 パ ー ス 技 法 Ⅰ 60 2
23 パ ー ス 技 法 Ⅱ 30 1
24 デ ザ イ ン Ｃ Ａ Ｄ Ⅰ 60 2
25 デ ザ イ ン Ｃ Ａ Ｄ Ⅱ 60 2
26 空 間 デ ザ イ ン 基 礎 60 2
27 巨 匠 デ ザ イ ン 学 30 1
28 色 彩 学 60 2
29 デ ザ イ ン ア プ リ ケ ー シ ョ ン Ⅰ 120 4
30 デ ザ イ ン ア プ リ ケ ー シ ョ ン Ⅱ 30 1
31 デ ジ タ ル ア プ リ ケ ー シ ョ ン 30 1
32 デ ッ サ ン 60 2
33 平 面 構 成 60 2
34 プ ラ ン ニ ン グ 技 法 30 1
35 照 明 設 計 Ⅰ 30 1
36 照 明 設 計 Ⅱ 30 1
37 イ ン テ リ ア モ デ ル 30 1
38 イ ン テ リ ア デ ザ イ ン 60 2
39 店 舗 デ ザ イ ン 概 論 30 1
40 空 間 コ ー デ ィ ネ ー ト 実 践 30 1
41 エ ク ス テ リ ア プ ラ ン ニ ン グ 30 1
42 ポ ー ト フ ォ リ オ 制 作 Ⅰ 30 1
43 ポ ー ト フ ォ リ オ 制 作 Ⅱ 30 1
44 マ ー ケ テ ィ ン グ Ⅰ 30 1
45 マ ー ケ テ ィ ン グ Ⅱ 30 1
46 ラ イ フ ス タ イ ル 研 究 30 1
47 店 舗 設 計 60 2
48 外 部 空 間 デ ザ イ ン 60 2
49 キ ャ リ ア プ ラ ン Ⅰ 30 1
50 キ ャ リ ア プ ラ ン Ⅱ 30 1
51 卒 業 研 究 360 12
52 産 学 連 携 プ ロ ジ ェ ク ト Ⅰ 30 1
53 産 学 連 携 プ ロ ジ ェ ク ト Ⅱ 60 2
54 産 学 連 携 プ ロ ジ ェ ク ト Ⅲ 60 2

共 通 選 択 科 目 30 60 30 1 2 1
32 32 32

960 960 960
180 180 180

注）　共通選択科目は１年次３０時間以上、２年次６０時間以上、３年次３０時間以上履修しなければならない
注）　共通選択科目教育課程は別紙参照
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≪新条項≫

教 育 課 程 及 び 授 業 日 時 数

課　　　　　　　　　　程 専 門 課 程
単 位 表 示

学　　　　　　　　　　科 イ ン テ リ ア ・ 空 間 デ ザ イ ン 科



平常点 50%

課　題 50%

時間数 時間数

1. 2 16. 2
2. 2 17. 2
3. 2 18. 2
4. 2 19. 2
5. 2 20. 2
6. 2 21. 2
7. 2 22. 2
8. 2 23. 2
9. 2 24. 2
10. 2 25. 2
11. 2 26. 2
12. 2 27. 2
13. 2 28. 2
14. 2 29. 2
15. 2 30. 2学科活動

 その他  関連科目

※単元ごと演習課題を実施する。

VMD作業

※実務経験のある教員が担当する科目である。

学科活動

学科活動

卒業制作展視察

卒業制作展視察

卒業制作展視察

卒業制作展視察

卒業制作展視察

卒業制作展視察

東京研修

学科活動

学科活動

VMD作業

VMD作業

VMD作業

東京研修

東京研修

東京研修

卒業制作展視察

卒業制作展視察

VMD作業

東京研修

球技大会

他、学校行事

東京研修

様々な活動を通して学科単位、クラス単位、学校単位でのコミュニケーションを図る。

 授業の概要

主に学校行事、学科活動を行う活動授業とする。デザインを学ぶ学生の基本姿勢として、自分の足で
情報を収集し、得た情報を分析し自分自身のアイデアに反映する等のデザイン訓練を行う。静岡県内
に限らず、各地で開催される展示会やイベントを視察する。

 成績評価の方法

 使用テ キスト ・ 教材

必要に応じてテキストやパンフレットを配布

授業内容・ 授業計画

始業式

終業式

東京研修

東京研修

時間数 単位数

１、平常点（主体的な授業参加度・出席率）
２、学習意欲（授業の取り組む姿勢）

2 通年 必修 60 2 宮沢　千夏子

 授業の目的・ 目標

担当教員履修学年 履修学期 必修・ 選択

授 業 科 目 名 授業形態 学科・ コ ース

コミュニケーション活動Ⅱ 講義・演習 インテリア・空間デザイン科

シラバス（授業概要）
年　 度 2026年度

時間数は45分換算 科目コ ード



平常点 50%

課　題 50%

時間数

1. 木造造2階建て（住宅）の矩計図の作図（1年生時の残り） 3
2. ＲＣ造2階建て（事務所）の設計図の解説。 2
3. ＲＣ造2階建て（事務所）の1階、2階平面図の手書きによる作図。課題提出 8
4. ＲＣ造2階建て（事務所）の立面図の手書きによる作図。課題提出 4
5. ＲＣ造2階建て（事務所）の断面図の手書きによる作図。課題提出 4
6. ＲＣ造2階建て（事務所）の矩計図の手書きによる作図。課題提出 10
7. 設計課題（木造2階建て店舗付き住宅）を読み取り設計条件や法規、構造を理解する。 8
8. 木造2階建て（店舗付き住宅）のゾーニング、プランニングの解説。 2
9. 木造2階建て（店舗付き住宅）のゾーニング、プランニング。（エスキス）　課題提出 19

シラバス（授業概要）
年　 度 2026年度

時間数は45分換算 科目コ ード

授 業 科 目 名 授業形態 学科・ コ ース

建築設計製図Ⅱ 講義・演習 インテリア・空間デザイン科

澤本　幸伸

履修学年 履修学期 必修・ 選択 時間数 単位数 担当教員

2 通年 必修 60 2

 授業の目的・ 目標

手書きによる基礎製図（RC造2階建住宅）の応用と表現を身につけ、また将来の2級建築士製図試験の
対策を習得する。
プランニング（木造2階建て住宅）が出来るスキルを身につける。

 授業の概要

設計図（RC造2階建事務所）の表現、手書きによる基礎製図の習得。
与えられた敷地から住宅（木造2階建）のプランニングの習得。

 成績評価の方法

課題内容提出、課題に取り組む姿勢の総合評価。

 使用テ キスト ・ 教材

配布ﾌﾟﾘﾝﾄ、教材「建築製図 基本の基本」

授業内容・ 授業計画

※実務経験のある教員が担当する科目である。

 その他  関連科目

※単元ごと演習課題を実施する。



作品評価 70%

授業態度 20%

出席状況 10%

時間数 時間数

1〜8 8 37 12
〜46

ら、頭に閃いたことをメモし、 47 12
〜56

9〜20 12 57 4
〜60

25〜36 12

シラバス（授業概要）
年　 度 2026年度

時間数は45分換算 科目コ ード

担当教員

授 業 科 目 名 授業形態 学科・ コ ース

建築計画Ⅰ 講義・演習 インテリア・空間デザイン科

履修学年 履修学期 必修・ 選択 時間数 単位数

1.出席状況　　                                                      　　 2.授
業態度(意欲的か、課題完成までのスケジューリングができているか)
3.課題の完成度(アイデア・想像力、コンセプト・着目点、製図の出来栄え)の上、課題
を締切厳守で提出した上で総合的に評価する。課題未提出は成績評価は行わない。

2 後期 必修 60 2 小杉　陽子

 授業の目的・ 目標

自分自身で考え計画した建物を、正確に図面に書き起こしていきながら、基本的な技術知識を身につ
ける。来年度の卒業設計の練習として、与えられた課題をよく読み込み、自分なりの考えをプラスし
た設計ができることを目指す。

 授業の概要

・プランニングの基礎と製図等を実践的に学ぶ。
・期限内に課題を完成させて、提出期限を守る。
・自分の設計したもので模型を作ることを前提に、正確に図面を書くの重要性を知り、今後の学習に
活かしていく。

 成績評価の方法

いくつかアイデアを出しながら、スケッ 立面図４面を作図する。

 使用テ キスト ・ 教材

建設予定地の敷地図、各種条件を2級建築士製図試験の問題形式にて出題。それをもとに、指定された
図面(平面図、立面図、断面図)を作図し、データにて提出。

授業内容・ 授業計画

出題された条件にあったコンセプトを 完成した平面図を基に、全体の高さ

設定を基に、指定された敷地内への 関係を確認しながら、断面図１面〜

平面計画を始める。この際、テーマ、 ２面を作図する。

コンセプト、周辺の環境を考えなが

完成した平面図、断面図を基に、

チをする。

コンセプトを基に、スケッチを作製 作図した図面の整合性を最終確認

しながら、具体的に進められるプラン する。

に整理し、作図できるように内容
を完成させる。

スケッチを基に、まず平面図を作
図する。(外構計画も計画する)

 その他  関連科目

※単元ごと演習課題を実施する。

※実務経験のある教員が担当する科目である。



課　　題 40%

平 常 点 40%

学習意欲 20%

時間数

1. 2
2. 2
3. 4
4. 2
5. 2
6. 2
7. 1

シラバス（授業概要）
年　度 2026年度

時間数は45分換算 科目コード

授業科目名 授業形態 学科・コース

建築環境工学Ⅱ 講義・演習 インテリア・空間デザイン科

小泉　秀一郎

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員

2 通年 必修 30 1

視察｜視察内容まとめ

 授業の目的・目標

グループワーク：環境に配慮した建築・空間を静岡県内でリサーチして、実際に見学に行き、
内容をまとめて、プレゼン形式で発表する。学んだ内容を生かしつつ、環境に配慮した建築/空間系コ
ンペ等に対してアイデアのアウトプットを行う。

 授業の概要

 成績評価の方法

学習意欲、課題完成度

 使用テキスト・教材

なし（課題プリント配布）

授業内容・授業計画

課題説明｜昨年度の見本説明｜班分け｜視察先リサーチ

視察先アポイント｜視察先事前調査｜質疑内容準備

視察内容プレゼン｜次課題説明｜リサーチワーク

グループディスカッション

プレゼン資料作成

プレゼン

 その他  関連科目

※実務経験のある教員が担当する科目である。



平 常 点 40%

筆記試験 60%

時間数

1. 2
2. 2
3. 2
4. 2
5. 2
6. 2
7. 2
8. 2
9. 2
10. 2
11. 2
12. 2
13. 2
14. 2
15. 2

シラバス（授業概要）
年　 度 2026年度

時間数は45分換算 科目コ ード

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース

建築設備 講義・演習 インテリア・空間デザイン科

泊　真吾

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員

2 前期 必修 30 1

給水の仕組み、種類と特徴

 授業の目的・目標

○　建築設備の用語、各設備の方式の概要、特徴を理解する。
○　設備計画の法令等を理解する。
○　建築全体の省ｴﾈﾙｷﾞｰ対策で、設備で必要とされることを理解する。

 授業の概要

○　建築物の設備内容が理解で出来る。
○　現場に於いて他の計画に対して速やかに判断出来る知識、能力を身に付ける。
○　建築物、環境に対しての省ｴﾈ、環境問題に対して対応できる。

 成績評価の方法

○　平常評価と筆記試験より評価。

 使用テキスト・教材

主なﾃｷｽﾄは世界で一番やさしい建築設備本を使用。

授業内容・授業計画

設備とは、設備の種類、必要性

給湯方式の仕組み、特徴、熱源

排水管、トラップ、浄化槽

冷暖房方式、省エネルギー

電気設備図を読む、書く

換気設備、方式、必要性、種類

住宅の電気設備、他との違い

弱電設備、EV

省エネ設備、自然エネルギーの利用設備

建築設備座学総括

給排水設備図を読む、書く

試験対策

筆記試験

筆記試験結果から補足授業

 その他  関連科目



課　　題 40%

平 常 点 40%

学習意欲 20%

時間数

1. 2
2. 2
3. 2
4. 2
5. 2
6. 2
7. 2
8. 2
9. 2
10. 2
11. 2
12. 2
13. 2
14. 2
15. 2

シラバス（授業概要）
年　 度 2026年度

時間数は45分換算 科目コ ード

授 業 科 目 名 授業形態 学科・ コ ース

構造力学 講義・演習 インテリア・空間デザイン科

伊達　剛

履修学年 履修学期 必修・ 選択 時間数 単位数 担当教員

2 前期 必修 30 1

力のモーメント

 授業の目的・ 目標

建物にかかる力を把握し、それらの力に対する建物の安全を確認できる知識を身につける。

 授業の概要

構造力学に必要な算術計算から、力の基礎、力の釣り合い、反力について学ぶ。
また部材に生じる力を理解し、住宅や家具の設計における「構造的な考え方」を学ぶ。

 成績評価の方法

1.課題（提出率と提出された課題の完成度）
2.平常点（主体的な授業参加度）
3.学習意欲（学習意欲の有無、授業に取組む姿勢）
これらを総合的に評価したうえで決定する。
ただし課題が未提出の場合、成績の評価は行われない。

 使用テ キスト ・ 教材

「やさしい構造力学」浅野清昭著、学芸出版
必要に応じてプリント配布

授業内容・ 授業計画

分数・平方根・文字を含んだ式・方程式・連立方程式・面積の計算

数字と単位、力とベクトル

構造の形状とバランス（まとめ）

合力・分布荷重

力の釣り合いとは

回転をともなう力の釣り合い

構造物の支え方・単純梁の反力

片持ち梁の反力・張り出し梁の反力・ラーメンの反力

単純梁に生じる力・片持ち梁に生じる力

実例を通した「構造的な考え方」　建築モデル、家具等

「構造的な考え方」　実例の調査➀

「構造的な考え方」　実例の調査➁

「構造的な考え方」　実例の発表➀

「構造的な考え方」　実例の発表➁

 その他  関連科目

※単元ごと演習課題を実施する。

※実務経験のある教員が担当する科目である。



学習意欲 20%

テスト 80%

時間数

1. 2
2. 2
3. 2
4. 2
5. 2
6. 2
7. 2
8. 2
9. 2
10. 2
11. 2
12. 2
13. 2
14. 2
15. 2

シラバス（授業概要）
年　度 2026年度

時間数は45分換算 科目コード

授業科目名 授業形態 学科・コース

一般構造Ⅱ 講義・演習 インテリア・空間デザイン科

清水 利至

履修学年 履修学期 必修・ 選択 時間数 単位数 担当教員

2 通期 必修 30 1

鉄骨構造の接合部

 授業の目的・ 目標

インテリアデザインに繋がる建築物本体の構造についての知識を得る。デザインと建物の安全性につ
いて理解する。また、木材の伐採から乾燥、製材を行う一連の流れを学ぶことで、木という素材を扱
うに当たり考慮するべきことを知り、樹種や生産方法による特性の違いをデザインの中に活かすこと
ができる力をつける。

 授業の概要

建築構造の基本と鉄骨構造、鉄筋コンクリート構造について理解する。鉄骨構造の材料である鋼材、
鉄筋コンクリート構造の材料であるコンクリートについての知識、それぞれの構造の各部の構成部材
や接合部の仕組みを知り、それらの名称を覚える。また、改修工事に必要な構造の知識について学
ぶ。最終授業で学習した内容に関する筆記テストを行う。

 成績評価の方法

１、学習意欲（学習意欲の有無、授業の取り組む姿勢）
２、筆記テスト（学習内容の理解度）

 使用テ キスト ・ 教材

「図説 やさしい建築一般構造」 今村 仁美、田中 美都

授業内容・ 授業計画

鉄骨構造の特徴

鋼材について

期末テスト

鉄骨構造の部材の設計

鉄骨構造の現場解説

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ構造の特徴

ｺﾝｸﾘｰﾄ、鉄筋について

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ構造の接合部

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ構造の部材の設計

鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ構造の現場解説

その他の構造

各部の下地と仕上げ

設計図での構造の表現

リノベーションと構造

 その他  関連科目

※実務経験のある教員が担当する科目である。



演習課題・考
査

85%

平常点 15%

時間数

1. 2
2. 2
3. 2
4. 2
5. 2
6. 2
7. 2
8. 2
9. 2
10. 2
11. 2
12. 2
13. 2
14. 2
15. 2

シラバス（授業概要）
年　度 2026年度

時間数は45分換算 科目コード

授業科目名 授業形態 学科・コース

建築法規 講義・演習 インテリア・空間デザイン科

中野　年浩

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員

2 前期 必修 30 1

都市計画法　道路・用途地域　 

 授業の目的・目標

　建築行為を行うために遵守しなければならない法令があることを習得します。法令の詳細な内容や
具体的な数値等を覚えることを目的とするものではなく、どのような事に注意する必要があるのかと
いうことを学習していきます。

 授業の概要

・建築に関係する法令等。
・新築に限らず、増築・改修や用途変更時などにおいても遵守しなければならない法令項目。

 成績評価の方法

　授業内で実施する課題及び演習等を通しての理解度を合わせて修了考査に
より総合的に判断します。

 使用テキスト・教材

建築基準法関係法令集　図説やさしい建築法規／学芸出版社

授業内容・授業計画

建築関連法令　目的・体系（概要）

建築基準法　申請･特殊建築物

修了考査

　※演習

建築基準法　容積率・建ぺい率・高さ制限　 

　同　上　　居室の採光換気・階段

　※演習

　同　上　　内装制限

　同　上　　防火構造等

　同　上　　廊下・避難

　同　上　　排煙・非常用照明

　同　上　　構造等

　※実例解説または現場見学

その他関連法令

 その他  関連科目

※実務経験のある教員が担当する科目である。



平常点 20%

期末テスト 80%

時間数 時間数

1. ウィンドウトリートメントの種類 2 16. 材料知識_陶器、ガラス、プラスチック 2
2. カーテンの採寸、ローマンシェード 2 17. 材料知識_石材、左官材、カーペット、畳 2
3. カーペットカーペットの役割と性能、種類 2 18. 照明器具_照度の尺度、光源の種類 2
4. カーペットに使われる繊維、施工 2 19. 照明器具_照明器具の種類、照明計画 2
5. 品質表示と防炎規制 2 20. 消費者関連法規 2
6. 内部建具、種類と構造、材料 2 21. 模擬試験 2
7. 外部建具、種類と構造、材料 2 22. 模擬試験 2
8. 建具金物 2 23. 過去問題、演習問題 2
9. インテリア建材と住宅設備機器メーカー 2 24. 過去問題、演習問題 2
10. 床仕上げ材の種類 2 25. 過去問題、演習問題 2
11. 壁仕上げ材の種類 2 26. 過去問題、演習問題 2
12. 天井仕上げ材の種類 2 27. 過去問題、演習問題 2
13. インテリアの構成、床の構法 2 28. 過去問題、演習問題 2
14. 材料知識_木質材料 2 29. 過去問題、演習問題 2
15. 材料知識_鋼材、コンクリート、機能材料 2 30. 過去問題、演習問題 2

※実務経験のある教員が担当する科目である。 一般構造Ⅱ、建築設備

 使用テ キスト ・ 教材

インテリアコーディネーター1次試験合格教本上巻・下巻

授業内容・ 授業計画

 その他  関連科目

※単元ごと演習課題を実施する。 材料知識、照明デザインⅠ、材料知識Ⅱ、建築法規

模擬テスト、過去問題テスト

2 前期 必修 60 2 岩﨑　京子

 授業の目的・ 目標

インテリアコーディネーター資格取得。インテリアに関する幅広い商品知識を身につけ、住宅、建
築・インテリアエレメント等さまざまなフィールドで活躍できる知識の習得。

 授業の概要

インテリアコーディネーター資格取得に向け、試験対策と共に、インテリアデザイン・建築の基礎知
識を身につける。

 成績評価の方法

担当教員

授 業 科 目 名 授業形態 学科・ コ ース

インテリアコーディネートⅡ 講義・演習 インテリア・空間デザイン科

履修学年 履修学期 必修・ 選択 時間数 単位数

シラバス（授業概要）
年　 度 2026年度

時間数は45分換算 科目コ ード



課　　題 50%

平 常 点 30%

学習意欲 20%

時間数

1. 「パースⅠ」の振り返り 2
2. ものを描くトレーニング 2
3. さまざまな１消点パース① 2
4. さまざまな１消点パース② 2
5. ２消点図法演習・インテリア① 2
6. ２消点図法演習・インテリア① 2
7. ２消点図法演習・インテリア② 2
8. ２消点図法演習・インテリア② 2
9. 外観パース（１消点パース・２消点パース共） 2
10. 外観パース（１消点パース・２消点パース共） 2
11. 最終課題① 2
12. 最終課題① 2
13. 最終課題② 2
14. 最終課題② 2
15. 最終課題② 2

※実務経験のある教員が担当する科目である。

時間数は45分換算

 使用テ キスト ・ 教材

必要に応じて授業プリントを配布
プロジェクトペーパー・クロッキー帳・色鉛筆・コピックマーカー・
コピックマルチライナー・30㎝定規・三角スケール

授業内容・ 授業計画

 その他  関連科目

※単元ごと演習課題を実施する。

 授業の目的・ 目標

1消点パース・２消点パースを活用し「きれいに描く技術」だけでなく、「相手に伝えるためのツー
ル」として使いこなすことを目的とする。
将来の実務に活用できるスキルを身に付けていく。

 授業の概要

①1点パース、２消点パースの透視図法の描き方を習得し、さまざまなアングルのパースを描く。
②将来の実務を意識し、フリーハンドで描くことを実施していく。
③授業時間内でパースを立ち上げ、着彩までし仕上げていくことを意識し、繰り返し行う。

 成績評価の方法

１，課題（提出率と提出させた課題の完成度）
２，平常点（主体的な授業参加度）
３，学習意欲（学習意欲の有無、授業の取り組む姿勢）

宮沢　千夏子

履修学年 履修学期 必修・ 選択 時間数 単位数 担当教員

2 通年 必修 30 1

授 業 科 目 名 授業形態 学科・ コ ース

パース技法Ⅱ 講義・演習 インテリア・空間デザイン科

シラバス（授業概要）
年　 度 2026年度

科目コ ード



学習意欲 40%

作品査定 60%

時間数 時間数

1. 2 16 2
2. 2 17 2
3. 2 18 2
4. 2 19 2
5. 2 20 2
6. 2 21 2
7. 2 22 2
8. 2 23 2
9. 2 24 2
10. 2 25 2
11. 2 26 2
12. 2 27 2
13. 2 28 2
14. 2 29 2
15. 2 30 2

シラバス（授業概要）
年　 度 2026年度

時間数は45分換算 科目コ ード

授 業 科 目 名 授業形態 学科・ コ ース

デザインCADⅡ 講義・演習 インテリア・空間デザイン科

小杉　陽子

履修学年 履修学期 必修・ 選択 時間数 単位数 担当教員

2 後期 必修 60 2

線と図形を書いてみる 断面図１

 授業の目的・ 目標

VectorWorksで、２級建築士の範囲である木造住宅程度の製図ができる技術を習得する。後半は
VectorWorksで作図した図面を3Dに応用した表現手法を習得する。

１年次に学習した手書き製図をCADで書く。
VectorWorksの基本的な操作方法から3Dでの空間パース作成までの技術を習得する。

 成績評価の方法

課題（図面）の提出とその評価

 使用テ キスト ・ 教材

VectorWorks

授業内容・ 授業計画

CADの設定とツールの基本 立面図４

直線を使って・建具(平面）を書いてみる 断面図２

曲線を使って・家具を書いてみる。 断面図３

簡単な基準図を書いてみる１ 断面図４

簡単な基準図を書いてみる２ 屋根伏図１

平面図１ 屋根伏図２

平面図２ 3D図面１

平面図３ 3D図面２

平面図４ 3D図面３

平面図５ 3D図面４

平面図６ 3D図面５

立面図１ 3D図面６

立面図２ 3D図面７

※実務経験のある教員が担当する科目である。

立面図３ 3D図面８

 その他  関連科目

※演習課題を複数コマにて実施する。



学習意欲 20%

理解度 20%

課題提出 60%

時間数 時間数

1. 2
2. 2
3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

14.

15. 2

シラバス（授業概要）
年　 度 2026年度

時間数は45分換算 科目コ ード

授 業 科 目 名 授業形態 学科・ コ ース

デザインアプリケーションⅡ 講義・演習 インテリア・空間デザイン科

本野　智美

履修学年 履修学期 必修・ 選択 時間数 単位数 担当教員

2 前期 必修 30 1

周辺環境調査

 授業の目的・ 目標

PCを使用したグラフィックデザイン応用力の習得。
専門スキルとの連動として、店舗や住宅とエンドユーザーをつなぐ、コミュニケーションツール(メイ
ンビジュアル・ロゴタイプ・パンフレットなど)の制作や指示ができるようになる。

 授業の概要

不動産系パンフレットの制作。周辺施設の情報収集と調査から、表紙ビジュアルなどを通じてデザイ
ンでコミュニケーションできる力をつけていく。

 成績評価の方法

1．学習意欲／取り組みの姿勢と真剣度
2．理解度／制作目的の理解
3．課題提出／提出期限の厳守とデザインクオリティを評価対象とする

 使用テ キスト ・ 教材

オリジナル資料・その他必要に応じてプリント配布

授業内容・ 授業計画

課題オリエンテーション

ターゲット設定〜アイディア出し 4

アイディアブラッシュアップ 4

デザイン計画〜ラフスケッチ 4

作品制作〜随時チェック 8

最終チェック〜完成へ向けて修正 4

クラス内講評会〜提出

 その他  関連科目

※単元ごと演習課題を実施する。 デザインアプリケーションⅠ

※実務経験のある教員が担当する科目である。 ポートフォリオ制作ⅠⅡ



課題 50%

平常点 30%

学習意欲 20%

時間数 時間数

1. 1 2
2. 1 13 2
3. 1 14 2
4. 1 15 2
5. 2 16 2
6. 1 17 2
7. 1
8. 1

1
9 1

1
10 2
11 1

1
12 2

※実務経験のある教員が担当する科目である。

ソーシャルタイプとは

 その他  関連科目

※単元ごと演習課題を実施する。

インテリア商材提案ロープレ④

コーディネート事例紹介

インテリアコーディネーター試験対策

ロープレシュミレーション

内装・設備提案ロープレ③

アクセントクロス・カーテン・家具プラン

電気記号・電気配線計画 場づくり(商談の冒頭5分の大切さ)

電気配線提案ロープレ②

内装・設備カタログの読み込み

顧客情報の読み込み・家具レイアウト エピソードヒアリング(人の話を聴く)

家具レイアウト提案ロープレ① 共感スキルと話し方の極意

空間イメージ・照明器具提案プラン プレゼンテーション(ベネフィットを語る)

ヒューマンスケール・家具寸法・空間スケール チームで働く時に何が必要か？

 授業の目的・ 目標

①インテリアコーディネーターの仕事を理解し、住宅やマンションなどに携わる職業(営業・設計・IC)に必要な知識を習得す
る。
②インテリアコーディネーター試験(学科・製図)の合格に近づく事もできる。
③社会人になるための心構えとスキルを養う。

 授業の概要

インテリアデザインにおける基本的な間取りの構成やルールを理解しする。
また、インテリアコーディネーターの仕事を理解し、それに必要な知識を習得する。
ロープレや演習を通して会社(チーム)働くイメージを体感する。
その際に必要なノウハウ、スキルを習得。

 成績評価の方法
①課題(提出率、講義の内容を踏まえ、プランニングができているか）
②平常点（主体的な授業参加度）
③学習意欲（学習意欲の有無、授業の取り組む姿勢）
①授業態度
②課題
③ロープレ

 使用テ キスト ・ 教材

必要に応じてプリント配布。クロス・カーテンなどのカタログ。
独自に製作したワークシート。チームで実践するゲームやロープレ練習。

授業内容・ 授業計画

インテリアコーディネーターの仕事 ソーシャルタイプロープレ

中村　真理　　　青木　秀知　

履修学年 履修学期 必修・ 選択 時間数 単位数 担当教員

2 通年 必修 30 1

授 業 科 目 名 授業形態 学科・ コ ース

プランニング技法 講義・演習 インテリア・空間デザイン科

シラバス（授業概要）
年　 度 2026年度

時間数は45分換算 科目コ ード



課  　題 50%

平 常 点 30%

学習意欲 20%

時間数 時間数

1. 2
2. 2
3. 2
4. 2
5. 2
6. 2
7. 2
8. 2
9. 2
10. 2
11. 2
12. 2
13. 2
14. 2
15. 2

※実務経験のある教員が担当する科目である。

講評

 その他  関連科目

※単元ごと演習課題を実施する。

住宅の照明計画

住宅の照明設計

住宅の照明設計

照明空間体験

照明空間体験

住宅の照明計画

テスト・空間の明るさ体験

照明器具の選び方

間接照明・調光システム

明るさの単位

照明計画の基礎

照明の問題解説

光源について

 授業の目的・ 目標

照明器具・設計の基礎を学び、生活の中の光について考察しながら、住宅の照明デザインが可能にな
る。

 授業の概要

照明器具・設計の基礎を学び、生活の中の光について考察しながら、住宅の照明デザインが可能にな
る。

 成績評価の方法

課題製作の工程と仕上がり、そして出席状況、授業に臨む姿勢で評価。

 使用テ キスト ・ 教材

プリントを配布する

授業内容・ 授業計画

照明器具の基本

ふじた　ともこ

履修学年 履修学期 必修・ 選択 時間数 単位数 担当教員

2 前期 必修 30 1

授 業 科 目 名 授業形態 学科・ コ ース

照明設計Ⅰ 講義・演習 インテリア・空間デザイン科

シラバス（授業概要）
年　 度 2026年度

時間数は45分換算 科目コ ード



課　題 85%

平常点 15%

時間数

1. 1
2. 1
3. 模型制作　インテリア・エクステリアを含む 24
4. 4

シラバス（授業概要）
年　度 2026年度

時間数は45分換算 科目コード

担当教員

授業科目名 授業形態 学科・コース

インテリアモデル 講義・演習 インテリア・空間デザイン科

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数

　
最終提出された成果物（模型）の出来栄えを主として、制作過程を想定した
シートを基に制作の意図や過程を総合的に判断して評価します。

2 後期 必修 30 1 中野 年浩

 授業の目的・目標

　インテリア（建築）模型の制作を通じて、制作技術そのものの向上を目指す。図面だけでは表現することができな
い部分を補完し、プレゼンテーションで生かす方法などを習得する。

 授業の概要

　他授業との連携により計画された図面（条件）を基に実際の建築模型の組立て方を検討し制作す
る。空間構成を把握すること、プレゼンツールとして有効活用することを学ぶ。

 成績評価の方法

 使用テキスト・教材

適宜、プリント配布

授業内容・授業計画

模型作成与条件等の説明、表現方法・模型素材の扱い方

制作スケジュールの検討及びシート提出　段ボールを使用した（仮）部材確認

模型提出･発表　講評

　インテリアデザイン

※実務経験のある教員が担当する科目である。

 その他  関連科目



平常点 30%

学習意欲 20%

作品 50%

時間数 時間数

1. 現地見学、調査 2 16 内観パース作成 2

2. 問題定義 2 17 プランニングボード作成 2

3. ターゲット設定 2 18 プランニングボード作成 2

4. 事例調査 2 19 プランニングボード作成 2

5. コンセプト設定 2 20 プランニングボード作成 2

6. ラフプラン作成 2 21 プランニングボード作成 2

7. 内観パース作成 2 22 プランニングボード作成 2

8. 内観パース作成 2 23 プランニングボード作成 2

9. 内観パース作成 2 24 プランニングボード作成 2

10. 内観パース作成 2 25 プランニングボード作成 2

11. 内観パース作成 2 26 プランニングボード作成 2

12. 内観パース作成 2 27 プランニングボード作成 2

13. 内観パース作成 2 28 プランニングボード作成 2

14. 内観パース作成 2 29 プランニングボード作成 2

15. 内観パース作成 2 30 プランニングボード作成 2

※実務経験のある教員が担当する科目である。

 使用テキスト・教材

配布プリント等

授業内容・授業計画

 その他  関連科目

※単元ごと演習課題を実施する。

１、平常点（主体的な授業参加度）
２、学習意欲（授業の取り組む姿勢）
３、作品完成度（提出期限厳守）

2 通年 必修 60 2 宮沢　千夏子

 授業の目的・目標

住宅設計・デザインを考える上で、「誰のために・何のために・どうなるために」を考え、ライフス
タイルから空間をデザインする思考を養う。空間デザインを行う全体のプロセスを体験する。

 授業の概要

2年次修了課題のターゲット設定、コンセプト設定、事例の調査
内観パース作成、コンセプトボード作成

 成績評価の方法

担当教員

授業科目名 授業形態 学科・コース

インテリアデザイン 講義・演習 インテリア・空間デザイン科

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数

シラバス（授業概要）
年　度 2026年度

時間数は45分換算 科目コード



課  　題 50%

平 常 点 30%

学習意欲 20%

時間数 時間数

1. 4
2. 2
3. 2
4. 4
5. 6
6. 6
7. 2
8. 4
9.

10.

11.

12.

13.

14.

15.

※実務経験のある教員が担当する科目である。

 その他  関連科目

※単元ごと演習課題を実施する。

製図(平面図、ファサード）

コンセプトボードまとめ

発表

販売スペース下見

販売スペースCAD入れ

計画、ゾーニング

物販ブランドについて

 授業の目的・目標

実在するデパートの１コーナーを使って、実在するブランドの商品や、ブランドイメージを理解しな
がら、物販実店舗の設計をする。

 授業の概要

実在する空間を把握する作業と、実在するブランドのブランドイメージを汲み取る作業。イメージを
まとめる、表現する感覚を学習する。

 成績評価の方法

1.課題（提出率と提出された課題の完成度）
2.平常点（主体的な授業参加度）
3.学習意欲（学習意欲の有無、授業に取組む姿勢）
これらを総合的に評価したうえで決定する。

 使用テキスト・教材

適宜、プリント配布

授業内容・授業計画

皆、私の自己紹介

長尾　隆行

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数 担当教員

2 通年 必修 30 1

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース

店舗デザイン概論 講義・演習 インテリア・空間デザイン科

シラバス（授業概要）
年　 度 2026年度

時間数は45分換算 科目コ ード



課　　題 50%

平常点 30%

学習意欲 20%

時間数 時間数

1. VMDの概要 2
2. 商品分類、VMD分類、陳列技術 　　 　　 　　 2
3. 陳列技術（IP)の基礎、定数定量　　　 2
4. 陳列技術の応用　 2
5. 演出技術(VP・PP)の基礎　　 2
6. 演出技術の応用　VMDまとめ 2
7. 店舗の見方、リサーチ方法 2
8. 店舗リサーチ（フィールドワーク） 2
9. ディスプレイプランニング／実習 2
10. 計画①ブレスト、リサーチ 2
11. 計画②図面作成 2
12. シミュレーション①実寸で考える 2
13. シミュレーション②ブラッシュアッ 2
14. 準備　現場設営タイムスケジュール 2
15. 講評＆まとめ　　 2

 その他  関連科目

※単元ごと演習課題を実施する。 コミュニケーション活動IIにおいて

※実務経験のある教員が担当する科目である。 製作、現場設営を行う

 授業の目的・ 目標

・店舗、売り場づくりの基本である【商品陳列】から【演出】についての一般的な知識と技術の習得。
・ブランドコンセプトや商品特性に基づく演出や陳列を学び、VMDを活かした店舗設計や客導線を考えたゾーニ
ングができる。

 授業の概要

VMDは店のメッセージやブランド価値を伝え、お客様視点に基づく店づくり方法であり、店舗設計において、商品
の展示陳列まで計画するVMDは欠かせない技術である。VMDの基礎知識を学び、実習を通してヴィジュアルプ
レゼンテーションのスキルを習得する。

 成績評価の方法

課題（提出された課題の完成度）、平常点（主体的な授業参加度）
学習意欲（授業の理解度、学習意欲の有無、取組む姿勢）
総合的に評価するが、課題を未提出の場合は成績評価が行われない。

 使用テ キスト ・ 教材

・資料等配布

授業内容・ 授業計画

繁田 和美

履修学年 履修学期 必修・ 選択 時間数 単位数 担当教員

2 後期 必修 30 1

授 業 科 目 名 授業形態 学科・ コ ース

空間コーディネート実践 講義・演習 インテリア・空間デザイン科

シラバス（授業概要）
年　 度 2026年度

時間数は45分換算 科目コ ード



平常点 100%

学習意欲 50%

課題評価 50%

時間数 時間数

1. 2
2. 2
3. 2
4. 2
5. 2
6. 2
7. 2
8. 2
9. 2
10. 2
11. 2
12. 2
13. 2
14. 2
15. 2

※実務経験のある教員が担当する科目である。

発表

 その他  関連科目

※単元ごと演習課題を実施する。

模型制作　状況に合わせて

模型制作　状況に合わせて

模型制作　状況に合わせて

模型制作　状況に合わせて

模型制作　状況に合わせて

模型制作　状況に合わせて

樹木、造園の知識　　先行

模型制作　状況に合わせて

模型制作　状況に合わせて

土木・左官の知識　　先行

土木・左官の知識　　先行

樹木、造園の知識　　先行

エクステリア概論　　先行

 授業の目的・ 目標

近年需要が増えてきているエクステリア業界へ就職先を考慮する際に、有利になるような基本的を知
識を身につける。就職後の実務に対応できる。２級エクステリアプランナーの取得希望者にプラスに
なる。

 授業の概要

エクステリアの基本知識。実際の業務に役に立つ知識も学習。

 成績評価の方法

学習意欲50％　　課題作品評価50％

 使用テ キスト ・ 教材

世界で一番くらしい住宅用植栽・　配布プリント

授業内容・ 授業計画

エクステリア概論　　先行

鈴木　健吾

履修学年 履修学期 必修・ 選択 時間数 単位数 担当教員

2 前期 必修 30 1

授 業 科 目 名 授業形態 学科・ コ ース

エクステリアプランニングⅠ 講義・演習 インテリア・空間デザイン科

シラバス（授業概要）
年　 度 2026年度

時間数は45分換算 科目コ ード



学習意欲 20%

理解度 20%

課題提出 60%

時間数 時間数

1. 2
2. 2
3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10.

11.

12.

13.

14.

15. 2

シラバス（授業概要）
年　 度 2026年度

時間数は45分換算 科目コ ード

授 業 科 目 名 授業形態 学科・ コ ース

ポートフォリオ制作Ⅰ 講義・演習 インテリア・空間デザイン科

本野　智美

履修学年 履修学期 必修・ 選択 時間数 単位数 担当教員

2 後期 必修 30 1

作品の情報収集〜希望職種との整合性

 授業の目的・ 目標

自分を伝える手段として就職活動の際に実践的に活用できるポートフォリオを制作し、希望職種への
就職を目指す。

 授業の概要

プレゼン力のある、それぞれの個性が伝わるポートフォリオの制作。

 成績評価の方法

1．学習意欲／取り組みの姿勢と真剣度
2．理解度／制作目的の理解
3．課題提出／提出期限の厳守とデザインクオリティを評価対象とする

 使用テ キスト ・ 教材

オリジナル資料・その他必要に応じてプリント配布

授業内容・ 授業計画

オリエンテーション〜ポートフォリオとは

ページ立て考察 4

作品をスキャン、撮影などデータ化 4

制作〜随時チェック 12

最終チェック〜ブラッシュアップ 4

クラス内講評会〜第一次提出

 その他  関連科目

※単元ごと演習課題を実施する。 デザインアプリケーションⅠⅡ

※実務経験のある教員が担当する科目である。 ポートフォリオ制作Ⅱ



課  　題 40%

平 常 点 30%

学習意欲 30%

時間数

1. 講座概要、アイディア出しと整理 4
2. 現状分析と仮説づくり、マーケティングリサーチ計画 4
3. マーケティングリサーチ実施 4
4. リサーチ結果まとめ、ターゲット設定とニーズ分析 4
5. コンセプトワーク、具体案の検討 4
6. 企画プレゼン（中間チェック） 4
7. 最終プレゼンのシナリオ構成とスライド作成 4
8. 最終プレゼンのブラッシュアップとリハーサル 2

シラバス（授業概要）
年　 度 2026年度

時間数は45分換算 科目コ ード

担当教員

授 業 科 目 名 授業形態 学科・ コ ース

マーケティングⅠ 講義・演習 インテリア・空間デザイン科

履修学年 履修学期 必修・ 選択 時間数 単位数

・グループワーク取組姿勢（リーダーシップ、役割負担、積極性等）
・プレゼンテーション（企画発表の内容と表現）

2 前期 必修 30 1 川松　夕見子

 授業の目的・ 目標

・ビジネスの基礎となるマーケティング知識を習得し、社会動向や消費者ニーズに対する感度を
　磨く。
・ビジネスに不可欠な要素を理解し、それをベースとした発想力、構成力、表現力を身に付ける。

 授業の概要

・ビジネスの裏付けとなるマーケティングの基本概念と、そこを出発点に具体的な企画を組み
　立てるプロセスを学ぶ。
・産学連携プロジェクトの課題を理解し、物件情報や周辺環境、ターゲット顧客のニーズを
　調査/分析することで、クライアントに対して根拠と説得力のある企画プレゼンを行う。

 成績評価の方法

※実務経験のある教員が担当する科目である。

 使用テ キスト ・ 教材

・スライドデータまたはプリント配布

授業内容・ 授業計画

 その他  関連科目

※単元ごと演習課題を実施する。 産学連携プロジェクトⅡ



平常点 60%

学習意欲 40%

時間数

1. 2
2. 2
3. 2
4. 2
5. 2
6. 2
7. 2
8. 2
9. 2
10. 2
11. 2
12. 2
13. 2
14. 2
15. 2

シラバス（授業概要）
年　 度 2026年度

時間数は45分換算 科目コ ード

担当教員

授 業 科 目 名 授業形態 学科・コース

キャリアプランⅡ 講義・演習 インテリア・空間デザイン科

履修学年 履修学期 必修・選択 時間数 単位数

授業態度・授業への取り組む意識・出席を総合的に判断する。

2 後期 必修 30 1 太田　稔子

 授業の目的・目標

①社会人としてのコミュニケーション能力の向上
②就職に必要な書類作成作成のノウハウと自己分析から自己PR等のネタ・エピソードを探す
③就職に対する疑問点や不安を解消する
④ペアワーク・グループワークで社会人意識を学び、実践練習で自信をつける

 授業の概要

就職活動に必要な応募書類作成の基本と、自己分析から自分のネタやエピソードを見つける。
現況の面接対策ノウハウを知り、今後の就職活動に備え、卒業後のキャリアプランを個々に考える。
アクティブラーニングを主とする授業内容で個人面接や集団面接の実践力を養う。
グループワークを通し社会人意識を自然に身につけ、社会に出る準備をする。

 成績評価の方法

１対１面接ロープレ　役割分担と評価シート作成

 使用テキスト・教材

独自に作成したワークシート及び就職に対するマナー等資料

授業内容・授業計画

キャリアとは　学生と社会人の違い　顕在求人と潜在求人　就活の流れと情報収集

エントリーシートと履歴書の違い　他応募書類

履歴書の書き方基本　NGの志望動機　自己PR事例　アイディア出し

文章の書き方　表記上のルール　書き言葉と話し言葉

自己分析の重要性　エゴグラム分析　応募書類に記入するネタを増やすコツ

応募書類補足（封筒の書き方、メール、添え状）　電話アポの基本

面接の種類と評価ポイント　面接によく出る質問

キクワーク（聴く・聞く・訊く）　伝えるワーク（１対１）　得意と不得意

 その他  関連科目

※単元ごと演習課題を実施する。

※実務経験のある教員が担当する科目である。

プレゼンテーション（自己㏚）　PREP法、SDS法　四分割にして伝える

グループ面接に備える　ブレインストーミング　価値交流ワーク

コンセンサスゲーム　グループ面接の評価

グループワーク　ツールを使った発表とフィードバック

　　　　〃　　　　　　　　　　＊見せ方と伝え方の工夫　評価ポイント

社会人意識　ケーススタディ　　まとめとエール



課　題 50%

平 常 点 30%

学習意欲 20%

時間数 時間数

1. 2 16. 2
2. 2 17. 2
3. 2 18. 2
4. 2 19. 2
5. 2 20. 2
6. 2 21. 2
7. 2 22. 2
8. 2 23. 2
9. 2 24. 2
10. 2 25. 2
11. 2 26. 2
12. 2 27. 2
13. 2 28. 2
14. 2 29. 2
15. 2 30. 2

※実務経験のある教員が担当する科目である。

中間チェック⑴ 最終プレゼンテーション

 その他  関連科目

※単元ごと演習課題を実施する。

制作③仕様書について⑵ プレゼンテーション準備、リハーサル

制作④まとめ⑴ プレゼンテーション準備、リハーサル

制作④まとめ⑵ 最終プレゼンテーション

制作②グラフィック関連⑴ 最終チェック⑵

制作②グラフィック関連⑵ ブラッシュアップ⑴

制作③仕様書について⑴ ブラッシュアップ⑵

仕様決め（内装・外装）② 制作⑦⑴

制作①プレゼンシート制作について⑴ 制作⑦⑵

制作①プレゼンシート制作について⑵ 最終チェック⑴

メインコンセプト決め 制作⑤⑵

デザインコンセプト決め 制作⑥⑴

仕様決め（内装・外装）① 制作⑥⑵

授業の説明・概要② 制作⑤⑴

 授業の目的・ 目標

・企業（大場建設株式会社・三島市）とのコラボレーションにより就職後に役立つ実践的な授業を行
う。
・時代背景や社会の問題、現在の求められているニーズを把握することから、ターゲットを知り、デ
ザインの力で問題解決できる可能性や手段を考える。

 授業の概要

静岡県駿東郡清水町徳倉に建設される「ペット共生型賃貸物件」を対象とし、賃貸住宅の市場を知
り、立地条件・ターゲットを踏まえた暮らし方を考える。賃貸物件のコンセプトメイクを行い、コン
セプトに基づいた、インテリアの仕様提案（内装・外装）、グラフィック提案を行う。最終的にオー
ナー様や貴社に向け、プレゼンテーションを行う。

 成績評価の方法

１、提案課題（コンセプトの提出させた制作物の完成度）
２、平常点（主体的な授業参加度）
３、学習意欲（学習意欲の有無、授業の取り組む姿勢

 使用テ キスト ・ 教材

必要に応じてプリントの配布

授業内容・ 授業計画

オリエンテーション、授業の説明・概要① 中間チェック⑵

岩﨑　京子

履修学年 履修学期 必修・ 選択 時間数 単位数 担当教員

2 通年 必修 60 2

授 業 科 目 名 授業形態 学科・ コ ース

産学連携プロジェクトⅡ 講義・演習 インテリア・空間デザイン科

シラバス（授業概要）
年　 度 2026年度

時間数は45分換算 科目コ ード



平 常 点 50%

学習意欲 30%

課　題 20%

時間数 時間数

1. 2
2. 2
3. 2
4. 2
5. 2
6. 2
7. 2
8. 2
9. 2
10. 2
11. 2
12. 2
13. 2
14. 2
15. 2

※実務経験のある教員が担当する科目である。

スタジオ設営④

 その他  関連科目

※単元ごと演習課題を実施する。

スタジオ設営①

スタジオ設営②

スタジオ設営③

制作作業②パネル貼り付け等

制作作業②

制作作業③仕上げ

実寸大の図面作成（illustrator　他）

制作作業①印刷作業等

制作作業①

詳細デザインの検討、図面制作

材料の検討・手配

実寸大の図面作成（illustrator　他）

詳細デザインの検討、図面制作

 授業の目的・ 目標

①空間の特徴を捉え、クライアントの要望に合わせたデザインができる。
②社会人基礎力「チームて働く力」を養う。
③外部とのコラボレーションにより就職後に役立つ実践的な授業を行う。

 授業の概要

テレビ番組のセットのデザイン・製作・設営を一貫して行い、クライアントからの要望を聞き取り、
要望をデザインし、形にする。

 成績評価の方法

１、平常点（主体的な授業参加度）
２、学習意欲（学習意欲の有無、授業の取り組む姿勢
３、課題（提出させたデザイン画の完成度）

 使用テ キスト ・ 教材

必要に応じてプリントの配布

授業内容・ 授業計画

オリエンテーション

宮沢　千夏子

履修学年 履修学期 必修・ 選択 時間数 単位数 担当教員

2 通年 選択 30 2

授 業 科 目 名 授業形態 学科・ コ ース

チャレンジプログラム 講義・演習 インテリア・空間デザイン科

シラバス（授業概要）
年　 度 2026年度

時間数は45分換算 科目コ ード
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